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トマトンゲームの延長として個体集団のモデルである N人ゲームを取上げ、ゲームの Nash 点におけ
る戦略列を言語理論での言語とみなすことにより、オートマトン理論、特にセル・オートマトンの概
念と N人ゲームの概念とを統合させようとして、一つの新しい見解を得ている。
以上の諸成果はオートマトンとゲームの理論のみならず、社会情報科学、行動科学にも新しいアプ
ローチを支えるものである。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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